
※４つの 1年次履修モデルの選択が、2年次からのコース選択とどう結びつくのか、紹介します。 

 

1年次履修モデルと 2年次コース進級との相関イメージ 

 

【英語教職モデル】   

  《英語コース》 

【英語重視モデル】   

  《中国語コース》 

【中国語重視モデル】   

  《日本語コース》 

【一般モデル】 
 

 

  《国際コース》 

 

 

①【英語教職モデル】は、特に高い英語力の獲得が期待されます。2年次には英語コースに進み、さらに

英語力を高めましょう。 

 

②英語コースには 1 年次で習得しておくべき英語科目が多数あります。【英語教職モデル】、【英語重視 

 モデル】で履修し、しっかり単位を取ればその条件を満たせます。 

 

③中国語コースは、上海への留学が組まれているため、それを満たせるだけの中国語力が要求されます。

そのため、【中国語重視モデル】が唯一の選択肢です。 

 

④【英語教職モデル】【英語重視モデル】【中国語重視モデル】から国際コースを選択することも不可能で

はないですが、卒業用件を満たすためには 2年次からの負担が大きくなります。 

 

⑤【一般モデル】からは日本語コースまたは国際コースへの進級が考えられます。 

 

⑥日本語コースにはいずれの履修モデルからの進級も可能です。ただし、（日本人・留学生ともに）高度 

な日本語の力が期待されます。 

 

⇒ 各コースの配属条件を裏面にコピーしました。こちらも参照しましょう。  
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④ 



各コースの配属条件（ハンドブック p.46） 

 


